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圏扇高

国
立
文
楽
閲
場
が
昭
和
宜
九
年
三
月
に
開
場

し
て
か
ら
、
早
く
も
二

0
年
の
歳
月
が
経
過
し

ま
し
た
。

四
年
開
場
）
、
‘

昭
和
四
一
年
に
東
京
の
国
立
劇
場
が
創
設
さ

れ
て
か
ら
一
八
年
後
、
国
立
濱
芸
場
（
昭
和
五

国
立
能
楽
堂
（
陪
和
五
八
竿
開

場
）
に
続
い
て
、
地
元
大
阪
を
は
じ
め
関
西
の

各
界
閤
係
者
か
ら
の
強
い
ご
要
望
に
よ
り
間
場

し
た
国
立
文
楽
劇
場
は
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
を

中
心
に
広
く
伝
統
芸
能
の
殿
堂
と
し
て
着
実
に

歩
み
磨
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽

力
と
数
多
く
の
観
容
の
皆
様
方
の
常
に
温
か
い

ご
支
授
に
よ
る
も
の
と
、
深
く
謝
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

こ
の
間
、
姉
妹
槌
殷
と
し
て
は
、
平
成
九
年

に
新
国
立
劇
場
が
、

-,『「|

-
平
成
一
六
年
一
月
に
は
国

二
―
回
公
演
で
五
0
万
人
に
達
す
る
見
込
み
で

I

O

 

‘可

文
楽
だ
け
て
な
く
舞
踊
、
邦
梨
、
大
衆
芸
能

筈
の
ジ
ャ
ン
ル
も
自
主
公
演
と
し
て
積
極
的
に

取
り
上
げ
て
お
り
、
ま
た
、
出
演
者
の
方
々
に

は
貸
劇
場
の
而
で
も
日
ご
ろ
の
研
鑽
成
果
発
表

の
場
等
と
し
て
闊
場
施
設
を
ご
活
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

文
楽
伝
承
者
養
成
事
業
は
昭
和
四
七
年
度
か

ら
東
京
の
国
立
劇
場
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

国
立
文
楽
閲
場
の
間
場
と
同
時
に
本
拠
地
を
大

阪
に
移
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
送
り
出
し
た
研
修
修
了
生
（
第
二

0
期
生
ま

で
）
で
文
楽
技
芸
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
八

数
は
四
0
名
で
、
こ
れ
は
全
技
芸
員
八
八
名
の

四
五
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
（
太
夫
二
七
名
中

―
―
名
廿
四
一
％
／
三
味
線
二
0
名
中
一

0
名
II

五
O
O
I
I
O

／
人
形
四
一
名
中
一
九
名
1
1
四
六
％
）
。

瀾
査
・
研
究
事
業
で
は
、
芸
能
関
係
図
書
。

資
料
の
収
集
、
自
主
公
演
の
記
録
作
成
縛
に
努

め
る
と
と
も
に
、
図
書
閲
覧
、
資
料
展
示
、
公

演
記
緑
映
両
鑑
賞
会
、
講
演
会
等
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
伝
統
芸
能
の
習
及
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

普
及
活
動
で
特
箪
す
べ
き
は
、
平
成
一
三
年

立
劇
場
お
き
な
わ
が
そ
れ
ぞ
れ
開
場
し
、

一
方

ま
だ
、
設
置
主
体
で
あ
る
「
特
殊
法
人
国
立
劇

場
」
は
、
平
成
二
年
に
は
芸
術
文
化
振
興
基
金

の
設
置
に
よ
り
「
時
殊
法
人
日
本
芸
術
文
化
振

へ
と
名
称
を
変
更
し
、
さ
ら
に
、
国
の

興
会
」

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
一
五
年
一
〇

月
か
ら
は
「
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振

興
会
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

固
立
文
楽
劇
楊
で
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
お

よ
び
文
化
庁
が
提
唱
す
る
「
関
西
元
気
文
化
圏
」

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
C
諸
動
阿
等
を
適

確
に
と
ら
え
＼
こ
れ
か
ら
も
伝
統
芸
能
の
公
開
、

文
楽
伝
承
者
の
養
成
、
鯛
査
。
研
究
、
普
及
活

動
等
の
諸
事
業
を
展
開
し
て
、
伝
統
芸
能
の
保

存
・
振
興
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
の
二
〇
年
間
は
、
ひ
と
つ
文
楽
の
演
者
（
技

芸
員
）
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
、
当
然
の
こ
と

度
に
発
足
し
た
一
文
楽
応
授
団
」
で
す
。
こ
れ

は
、
観
捌
祖
織
五
〗
立
文
楽
劇
場
友
の
会
」
（
会

員
数
約
六
八

0
0
人
）
の
会
員
有
志
に
よ
り
結

成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
1

ア
・
グ
ル
ー
プ
で
、
平

成
一
六
年
度
の
団
員
登
録
数
は
六
三
名
で
す
。

こ
れ
ら
の
団
員
の
方
々
に
は
劇
場
外
で
公
演
ポ

ス
ダ
ー
，
チ
ラ
シ
の
掲
示
令
配
布
等
を
行
っ
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
文
楽
公
演
期
間
中
に
お
け
る

展
示
室
で
の
展
示
品
陪
説
、
機
閃
紙
「
応
援
団

通
信
」
の
発
行
な
ど
意
欲
的
な
誇
活
動
を
通
じ

て
文
楽
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
.

こ
の
ほ
か
に
国
立
文
楽
削
楊
の
行
う
大
阪
な

ら
で
は
の
普
及
活
動
と
し
て
、
地
元
の
伝
統
行

事
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
一
月
の
今
宮
神
社ふ

な

ll

ぇ
“
}

寸
日
戎
の
宝
恵
駕
行
列
、
七
月
の
天
神
祭
の
船

と
f
.
]

よ

渡
御
文
楽
船
な
と
に
文
楽
人
形
と
と
も
に
参
加

し
、
祭
の
賑
わ
い
に
ひ
と
役
か
う
の
が
苺
年
の

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
平
成
一
五
年
―
一
月
に
は
、
文
楽
は

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形

遺
産
の
傑
作
」
（
世
界
熊
形
遣
産
）
と
し
て
宣
言

さ
れ
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
が
世
界
に
認
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
国
立
文
楽
劇
場
を
訪
れ
る

外
国
人
観
客
の
数
が
め
っ
き
り
増
え
て
い
る
の

な
が
ら
世
仇
交
代
が
嵐
み
、
ま
た
そ
の
間
、
阪

神
大
需
災
や
経
済
状
況
の
変
化
等
の
洗
礼
を
受

け
る
な
ど
、
紆
余
曲
祈
の
歳
月
で
も
あ
灯
ま
し

た
。
し
か
し
、
各
界
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
も
賜

っ
て
、
地
元
関
西
に
恨
を
張
っ
た
伝
統
芸
能
の

拠
点
と
し
て
、
地
道
に
成
果
を
あ
げ
て
ま
い
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
伝
統
芸
能
の
公
間
（
公
演
事
翠
翠
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
立
文
楽
劇
場
で
は
そ
の
名

の
示
す
と
お
り
文
楽
公
演
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
，
現
在
、
年
間
五
公
演
一

0
四
日
の
自
王
公

演
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
東
京
。
国
立
劇
場
は

年
間
五
公
演
、
延
べ
七
四
日
）
。
開
場
以
来
二
〇

平
間
で
国
立
文
楽
劇
場
に
お
け
る
文
楽
公
演
の

有
料
入
場
者
駿
は
二
0

0
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、

賞
教
室
」

独立行政法人
日本芸術文化振興会理事長

國分正明

高
校
生
を
中
心
と
し
た
「
文
楽
鑑

の
育
料
入
場
者
は
一
六
年
六
月
の
第

も
最
近
の
傾
向
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
文
楽
お
よ
び
国
立
文
楽
闊

場
に
閂
し
て
は
な
お
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

お
る
と
も
い
え
、
今
後
と
も
関
係
各
位
と
緊
密

な
協
力
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
掟
進
し
て
い
ぎ

た
い
と
念
願
し
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
＇

な
お
、
固
立
文
楽
劇
場
で
は
、
平
成
一
六
平

を
「
開
場
二

0
周
年
記
念
年
」
と
位
置
づ
け
、

皆
様
の
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
お
応
ミ
す
べ
く
、

一
月
か
ら
―
二
月
ま
で
の
全
自
主
公
演
を
「
記

念
公
演
」
と
し
、
そ
の
う
ち
、
特
に
四
月
、
七
'

八
月
、
一
―
月
の
文
楽
公
演
、
お
よ
び
万
月
の

大
衆
芸
能
公
演
と
一

0
月
の
舞
踊
公
演
の
計
五

公
演
を
「
特
別
記
念
公
演
」
と
銘
打
っ
て
．
，
文

楽
に
つ
い
て
は
通
し
狂
言
に
力
点
を
置
き
、
舞

踊
に
つ
い
て
は
国
立
劇
場
お
き
な
わ
開
場
を
記

念
し
て
琉
球
舞
踊
を
招
改
す
る
な
ど
、
特
徴
の

あ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
＇
プ
を
編
成
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

※
本
稿
は
因
分
正
閲
氏
が
理
珀
長
在
任
中
に
執
筆
し
た
も

の
て
あ
る
。
な
お
、
平
成
一
六
年
ず
右
門

0
日
付
で
独
立

行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
典
会
理
事
長
に
津
田
相
明
氏

か
就
任
し
て
い
る
。
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世
界
の
各
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
凰
土
や
歴

史
に
培
わ
れ
た
無
数
の
人
形
劇
が
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
子
ど
も
向
け
の
お
伽

噺
で
あ
っ
た
り
、
土
地
に
伝
承
す
る
古
い
説
話

や
神
話
を
テ
ー
マ
に
し
た
単
純
で
非
現
実
的
な

内
容
で
、
大
人
の
鑑
賞
に
耐
え
得
る
演
閲
と
呼

べ
る
も
の
は
皆
無
だ
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
人
形
操
法

の
特
殊
性
や
洗
練
度
、
ま
た
使
わ
れ
る
人
形
の

美
術
的
価
値
な
ど
に
よ
り
、
芸
術
性
を
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
灼
ま
せ
ん
が
、

と
れ
も
人
形
遣
い
の
姿
を
で
き
る
だ
け
観
客
の

目
に
触
れ
さ
せ
ぬ
よ
う
工
夫
し
て
い
る
点
は
共

通
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
文
楽
の
場
合
、
濱

じ
ら
れ
る
の
は
苦
悩
す
る
人
間
を
拙
く
シ
リ
ア

ス
な
物
話
で
、
し
か
も
一
日
が
か
り
で
や
っ
と

長
い
と
き
に
は
二
時
間
近
く
も
受
け
持
ち
ま
す

が
、
そ
の
場
に
登
場
す
る
数
多
く
の
人
物
、
老
若

男
女
を
一
人
で
表
現
す
る
の
だ
か
ら
、
大
変
な

技
術
を
要
し
ま
す
。
語
り
だ
け
で
は
な
く
、
三
味

線
も
単
な
る
伴
奏
と
は
異
な
り
”
心
を
弾
<
;

こ
と
に
重
点
を
置
く
の
で
す
。
太
夫
が
音
楽
性

よ
り
物
語
の
内
容
の
表
現
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
、

三
味
線
も
太
夫
の
意
図
を
熟
知
し
て
語
り
を
助

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
美
し
い
音
を
出

し
、
鮮
や
か
な
撥
さ
ぱ
き
を
間
か
せ
て
も
、
太

夫
の
気
持
ち
と
か
け
離
れ
て
い
た
の
で
は
失
格

で
、
太
夫
と
三
味
線
が
一
心
同
体
に
な
る
の
が

理
想
な
の
で
す
。

文
楽
の
人
形
は
一
休
を
一
二
人
で
操
作
し
ま
す
。

こ
れ
を
三
人
遣
い
と
呼
び
、
世
界
に
類
の
な
い

特
殊
な
手
法
で
す
（
最
近
は
文
楽
に
ヒ
ン
ト
を

得
た
人
形
操
怯
が
洵
外
で
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
）
。

人
形
浄
瑠
璃
の
初
期
、
義
太
夫
や
近
松
の
こ
ろ

の
人
形
は
、
ま
だ
昔
な
が
ら
の
小
さ
な
も
の
で

一
人
で
遣
っ
て
い
ま
し
た
が
、
浄
瑠
璃
作
品
の

内
容
が
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ソ
ク
に
変
化
す
る
の
に

伴
っ
て
、
人
形
の
動
き
を
人
間
に
近
づ
け
る
エ

夫
が
さ
れ
、
半
世
紀
の
間
に
現
在
の
よ
う
な
三

人
遣
い
が
完
成
、
人
形
も
大
き
く
な
る
と
同
時

に
、
遣
い
手
の
姿
を
観
客
に
見
せ
る
よ
う
に
な

／ヽ

完
演
で
き
る
よ
う
な
長
編
が
多
く
、
さ
ら
に
人

形
遣
い
が
堂
々
と
観
客
の
前
に
姿
を
見
せ
て
操

る
と
い
う
こ
と
も
、
他
の
多
く
の
人
形
劇
と
大

き
く
異
な
る
特
性
な
の
で
す

C

文
楽
は
浄
瑠
璃
に
よ
っ
て
演
じ
る
人
形
芝
居

な
の
で
、
人
形
浄
瑠
璃
と
も
い
い
ま
す
。
浄
瑠

璃
と
い
う
の
は
、
一
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
流
行
し

た
―
―
―
味
線
を
伴
奏
に
使
う
語
り
の
音
楽
で
、
『
耳

な
し
芳
一
』

の
話
で
知
ら
れ
る
平
家
琵
琶
か
ら

派
生
し
ま
し
た
。
多
く
の

中
ベI
 ヽ

文
楽
で
語
ら
汎
る
の
は
義
太
夫
節
と
呼
ぶ
浄
瑠

璃
で
す
が
、

一
七
憔
紀
の
末
に
竹
本
義
太
央
と

い
う
天
才
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
ま
し
た
。
従
来

行
わ
れ
て
い
た
各
派
浄
瑠
璃
の
長
所
を
集
大
成

し
た
も
の
で
、
内
容
的
に
も
ぞ
れ
ま
で
の
テ
ー

マ
だ
っ
た
神
仏
の
霊
験
記
や
荒
唐
無
稽
な
武
勇

お
も

り
ま
し
た
。
三
人
の
分
担
は
主
遣
い
、
左
遣
い
、

か
し
ら

足
遣
い
と
な
け
ま
す
。
主
遣
い
は
人
形
の
首
の

と
う
ぐ
し

下
に
つ
い
て
い
る
胴
早
と
い
う
棒
を
左
手
で
握

っ
て
全
体
を
支
え
首
の
動
き
を
操
作
す
る
と
同

時
に
右
手
で
人
形
の
右
手
を
、
左
遣
い
は
右
手

で
人
形
の
左
手
を
遣
い
な
が
ら
種
々
主
遣
い
の

手
助
け
を
、
足
遣
い
は
両
手
で
人
彫
の
両
足
を

遣
う
の
で
す
。
左
と
足
は
す
べ
て
主
遣
い
の
指

示
に
従
っ
て
動
く
の
で
す
が
、
撫
言
で
行
わ
れ

る
指
示
は
首
の
動
き
で
伝
え
ま
す
。
三
人
の
気

持
ち
が
ピ
ッ
タ
リ
一
致
し
な
い
と
、
人
形
の
動

き
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
、
非
常
に
高

度
な
技
が
要
求
さ
れ
る
操
法
だ
け
に
、
習
熟
し

た
人
た
ち
に
よ
る
演
技
は
、
生
身
の
人
間
以
上

に
強
く
訴
え
か
け
い
つ
の
間
に
か
遣
い
手
の

姿
は
視
界
か
ら
消
え
て
、
人
形
が
独
り
で
動
い

て
い
る
夢
の
よ
う
な
美
の
枇
界
を
現
出
し
ま
す
。

浄
瑠
璃
の
詞
章
は
文
語
体
で
、
近
他
の
会
話

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
難
解
だ
と
い
う
人
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
数
多
く
行
わ
れ

た
文
楽
の
海
外
公
演
で
は
、
ま
っ
た
く
言
語
が

通
じ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
観
客
が

舞
台
に
涙
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
太
夫
、
三
味
線

の
表
現
力
が
登
場
人
物
の
心
理
や
状
況
を
適
確

に
伝
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
作
品
の
内
容

登

談
か
ら
脱
皮
し
て
、
あ
い
の
ま
ま
の
人
間
の
姿

を
描
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
度
し
た
。
そ
し
て

志
を
同
じ
く
す
る
作
者
、
近
松
門
左
衛
門
の
協

力
を
得
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
大
入
の
鑑
賞

に
耐
え
る
人
形
浄
瑠
璃
を
完
成
さ
せ
た
の
で
す
。

義
太
夫
と
近
松
の
あ
と
、
彼
ら
に
続
く
数
多
く

の
優
れ
た
演
者
や
作
者
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
磨

き
洗
練
さ
れ
て
今
日
の
文
楽
が
て
き
あ
が
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
文
楽
と
は
、
人
形
浄
瑠
璃
を
上

演
す
る
専
門
劇
場
の
名
称
が
、
い
つ
の
閤
に
か

芸
能
自
体
の
名
称
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
す
。

義
太
夫
節
の
本
質
は
、
文
亭
に
描
か
れ
て
い

る
登
場
人
物
の
心
理
や
情
況
を
、
で
き
る
か
ぎ

り
適
確
に
表
現
し
て
人
形
に
魂
を
吹
き
込
み
、

観
客
に
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
文
淋
示
で
は

普
通
、
一
組
の
太
夫
（
語
り
手
）
と
三
昧
線
が

が
高
度
の
ド
ラ
マ
性
を
儲
え
て
い
る
か
ら
だ
と

も
い
え
ま
す
。
蜆
に
歌
舞
伎
で
上
演
す
る
代
表

的
な
演
目
の
多
く
は
、
も
と
も
と
人
形
浄
瑠
璃

の
作
品
で
し
た
。
『
忠
臣
蔵
』
『
千
本
桜
』
『
曽
根

崎
心
中
』
な
ど
の
人
気
狂
言
が
そ
う
で
す
。
そ

こ
に
は
、
我
々
の
中
に
あ
る
”
日
本
人
の
心
”

が
脈
々
と
流
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
が
感
動
す

る
舞
台
が
、
あ
な
た
に
理
解
で
き
ぬ
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
食
わ
ず
嫌
い
は
一
生
の
損
で
す
。
ど

う
か
一
度
、
文
楽
を
観
て
下
さ
い
。
そ
こ
に
は
、

太
夫
、
三
味
線
、
人
形
の
一
二
位
一
体
の
芸
が
生

む
鷲
き
と
陶
酔
の
世
界
が
待
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

文
楽
は
能
楽
、
歌
舞
伎
と
詑
ん
で
”
三
大
国

劇
“
と
呼
ば
れ
ま
す
が
;
残
念
な
こ
と
に
他
の

二
つ
に
比
べ
て
全
国
的
な
知
名
度
が
低
い
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
文
楽
が
、
そ
の
発
生
の
歴
史
と

芸
能
自
体
の
特
性
（
義
太
夫
節
の
発
声
は
大
阪

弁
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
）
か
ら
、
ず
っ
と
大

阪
に
本
拠
を
置
い
て
き
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
他
界
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
芸
術
的
な
高
さ
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
技
芸
貝
に
は
五
人
も
の

人
間
国
宝
を
擁
し
、
若
い
人
材
も
育
ち
つ
つ
あ

っ
て
、
世
界
に
誇
る
芸
能
な
の
で
す
。

演出家。元国立剥場理事

山田庄一
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脊稿

大
正
＿
三
年

1
0
月
二
八
日
生
。
昭
和
ニ
一
年
豊

こ

う

つ

は

こ

す

み

竹
古
靱
大
夫
に
入
門
し
、
器
竹
古
住
大
夫
を
名
乗
り
初

も

じ

舞
台
c

同
三
五
年
九
世
竹
本
文
字
大
夫
を
翌
名
。
同
六

0
年
七
世
竹
本
住
大
夫
を
袋
名
。
平
成
元
年
望
要
無
形

文
化
財
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
太
夫
」
（
各
個
認
定
）
保

持
者
。
平
成
一
四
年
日
本
芸
術
院
会
員
。

こ
と
、
j

さ

し

さ

，

え

ば

そ

う

お

き

な

開
場
記
念
式
典
の
『
寿
式
三
番
隻
』
で
「
翁
」

を
勁
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
す
。
全
技
芸
員
が
そ
ろ
っ
た
舞
台
で
、

こ

し

し

た

ゆ

う

っ

た

ゆ

う

当
時
は
越
路
大
夫
、
津
大
夫
両
兄
弟
子
さ
ん
、

な

ん

ふ

た

ゆ

う

さ
ら
に
南
部
大
夫
兄
さ
ん
が
、
ご
飩
在
な
中
で

し
た
の
で
、
緊
張
し
ま
し
た
が
、
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
当

も

じ

時
、
私
は
文
字
大
夫
を
名
乗
っ
て
お
灼
ま
し
た

い
ら
の
た
に

が
、
朝
日
座
の
最
後
の
公
演
と
な
っ
た
『
一
谷

ふ
た
は
く
ん
さ

巌
軍
記
]
の
通
し
上
演
で
、
最
終
の
四
段
目
を

語
っ
た
私
が
、
新
し
い
国
立
文
楽
劇
場
の
記
念

公
演
、
さ
ら
に
柿
落
と
し
の
本
公
演
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
責
任
と
光
栄
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
る
毎
日
で
し
た
。

そ
の
後
、
翌
年
に
父
の
名
跡
を
継
い
で
七
代

目
竹
本
住
大
夫
を
襲
名
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
、
気
が
つ
き
ま
す
と
、
太
夫
で
は
私
が

一
番
年
上
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
思
い
出

し
ま
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
―

1
0
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
朝
日
座
時
代
よ
り
、
大
阪

で
の
公
演
日
数
は
増
え
、
観
客
層
も
広
が
り
ま

し
た
。
文
楽
は
大
阪
生
ま
れ
の
、
大
阪
育
ち
の

芸
術
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

昭
祠
―
―
一
年
九
月
二
七
日
生
。
昭
和
一
八
年
＿
―
-
世
鶴

か

ん

じ

ろ

う

か

ん

こ

澤
寛
治
郎
に
入
門
し
、
鶴
澤
寛
子
を
名
乗
り
初
舞
台
c

か
ん
こ
う

同
一
九
年
競
澤
寛
弘
を
名
乗
る

C

同
i

＿
二
年
八
世
竹
澤

圃
六
を
製
名
。
平
成
九
年
重
要
無
形
文
化
冠
「
人
形
浄

瑠
瑞
文
楽
三
味
線
」
（
各
個
認
定
）
保
持
者
。
平
成
一

―
―
一
年
七
世
競
澤
寛
治
を
禁
名
。

二
0
周
年
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
建
設

つ
る
さ
の
か
ん
じ

鶴
澤
寛
治

た

け

も

と

す

み

た

ゆ

う

竹
本
住
大
夫
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晨園

国立文楽劇場外観

国
立
文
楽
劇
場
は
、
地
元
大
阪
を
は
じ
め
各

方
面
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

を
中
心
に
、
広
く
上
方
芸
能
を
保
存
・
継
承
し

発
展
さ
せ
る
拠
点
と
し
て
、
昭
和
五
九
年
三
月

-
r

け
ら

に
建
設
さ
れ
、
同
年
四
月
に
柿
搭
と
し
公
演
を

国
立
文
楽
劇
場
の
お
も
な
事
業

（
伝
統
芸
能
の
公
開

文
楽
創
場
で
は
、
大
阪
で
生
ま
れ
宥
ち
世
界

に
類
の
な
い
我
が
国
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
芸
能
で

あ
る
丁
文
楽
」
公
演
の
ほ
か
、
四
踊
．
｀
邦
楽
、

大
衆
芸
能
、
民
俗
芸
能
等
の
公
演
を
行
い
伝
統

芸
能
の
保
存
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
等
の
初
心
者
を
対
象
に
し
た
文

楽
鑑
賞
教
室
等
の
公
演
活
動
を
通
じ
て
新
た
な

フ
ァ
ン
層
の
拡
充
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

い
後
継
者
の
養
成

国
立
劇
場
で
は
、
昭
和
四
七
年
度
か
ら
文
楽

技
芸
員
（
太
夫
・
三
昧
線
・
人
加
）
の
養
成
を

開
始
し
、
昭
和
五
九
年
度
か
ら
文
楽
剖
場
に
本

拠
を
移
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
伝
統
芸
能
に
関
す
る
普
及
活
動
・
資
料
の

収
集
利
用

伝
統
芸
能
の
保
存
・
振
輿
の
た
め
の
芸
能
資

行
い
ま
し
た
。

-、Jー～叫

料
の
晨
ホ
、
請
演
会
、
公
開
諮
座
の
開
催
等
の

普
及
事
槃
、
公
横
記
録
の
作
成
等
の
調
査
研
究
、

お
よ
び
関
係
資
料
の
収
集
と
公
開
活
動
を
通
じ

て
、
伝
統
芸
能
の
理
解
と
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す。施
設
概
要

所
在
地

大
阪
市
中
央
区
日
本
橋

一
丁
目
―
―
一
番
―

0
号

四
四
六
四
irn

敷
地
面
積

構
造
規
模

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
二
部
鉄
骨
造
）

地
上
五
階
、
地
下
二
階

建
築
面
積
三
九
二
五
口

延
床
面
積
一
万
三
一
―
―

内
容劇

場
（
客
席
数
じ
五
三
）

小
ホ
ー
ル
（
客
席
数
一
五
九
）

度
示
室
・
図
璽
至
・
研
修
室
等

い
た
だ
き
た
い
し
、
そ
の
た
め
に
は
我
々
が
も
っ

と
も
っ
と
勉
弛
・
稽
古
を
し
て
、
お
客
様
に
感

動
し
て
も
ら
え
る
舞
台
を
続
け
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

文
化
庁
文

直
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促
進
に
奔
走
さ
れ
て
い
た
四
代
津
大
夫
さ
ん
や

か

っ

た

ろ

う

膀
太
郎
さ
ん
の
懸
命
な
姿
で
す
。
国
立
文
楽
劇

場
の
実
現
に
尽
く
さ
れ
た
故
人
の
骨
折
り
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

開
場
し
て
、
こ
れ
で
、
さ
ら
に
大
勢
の
人
た

ち
に
聴
い
て
も
ら
え
る
、
見
て
も
ら
え
る
と
い
う

希
望
で
一
杯
で
し
た
。
ま
た
自
身
の
芸
を
磨
く

と
と
も
に
次
世
代
へ
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
一
層
強
く
思
い
ま
し
た
。

最
近
は
目
（
人
形
）
か
ら
文
楽
を
楽
し
む
お
客

様
が
多
い
よ
う
で
す
け
ど
、

か
つ
て
は
耳
か
ら
味

ゎ
う
お
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
は

す
し
ょ
う
る
・
リ

国
立
文
楽
削
場
で
「
素
浄
瑠
璃
の
会
」
を
開
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
大
切
に

勤
め
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ふ
だ
ん
の
公

演
で
も
太
夫
の
語
り
や
三
味
線
の
音
色
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
け
た
ら
、
さ
ら
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

亡
父
い
先
代
寛
治
も
こ
の
劇
場
に
出
演
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が

か
な
わ
ず
亡
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
ニ
ニ

年
に
大
病
を
克
服
し
て
寛
治
の
名
跡
を
襲
名
て

き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
一
香
の
喜
び
で
し
た
。

今
年
は
ち
ょ
う
ど
父
の
三

0
年
忌
。
無
事
に
迎

え
ら
れ
る
の
も
親
父
が
見
守
っ
て
く
れ
た
お
か

げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

昭
和
―
―
―
年
六
月
八
日
生
。
昭
和
―

1
0
年
文
楽
座
に

た

t
い
ち

入
座
し
、
二
世
吉
田
玉
市
の
指
迄
を
受
け
吉
田
和
夫

を
名
乗
る
。
同
二
＿
年
初
巽
台
。
同
二
五
年
吉
田
文
雀

を
名
乗
る
。
平
成
六
年
重
要
無
形
文
化
財
「
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
人
形
」
（
各
個
認
定
）
保
持
者
c

柿
落
と
し
公
演
の
出
演
は
、
な
か
な
か
な
い

こ
と
で
す
。
昭
和
ニ
―
年
の
四
ツ
橋
文
楽
座
、

三
一
年
の
道
頓
堀
文
楽
座
（
後
の
朝
日
座
）
、
石

九
年
の
国
立
文
楽
劇
場
と
、
三
度
の
開
場
記
念

公
演
の
出
演
は
、
大
変
嬉
し
ゅ
う
こ
ざ
い
ま
し

こ。
ょー‘

戦
後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
で
観
客
が
減
っ

た
文
楽
も
、
海
外
で
の
評
価
や
若
い
方
た
ち
の

支
持
な
ど
で
、
徐
々
に
元
気
を
取
り
も
ど
し
つ

つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
文
楽
の
地
元
、
大
阪
に

本
拠
地
が
で
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど

結
構
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
舞
台
で
、
様
々
な
役
を
勤
め
ま
し
た
が
、

ぷ

ん

ご

る

う

師
匠
、
文
五
郎
の
教
え
を
し
み
じ
み
と
実
感
し

て
い
ま
す
c

直
接
の
教
え
だ
け
で
な
く
、
折
に

触
れ
て
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
芸
談
な
ど
が
私
の

芸
の
肥
や
し
と
な
り
、
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
し
ら

お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
形
の
首

も
、
今
が
最
も
充
実
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
も
や
か
ま
し
く
言
い
、
若
い
職

員
も
や
る
気
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
塗
り
も

大
正
八
年
一
月
七
日
生
。
昭
和
八
年
吉
田
玉
次
郎
に

入
門
し
、
吉
田
玉
男
を
名
乗
る
。
同
＇
丸
年
初
舞
台
。
同

五
二
年
重
要
無
形
文
化
財
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
人
形
」

（
各
個
認
定
）
保
持
者
。
平
成
―

i

一
年
文
化
功
労
者
e

起
工
式
に
技
芸
員
を
代
表
し
て
、
越
路
大
夫

さ
ん
、
津
大
夫
さ
ん
と
と
も
に
出
席
し
た
こ
と

が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
建

股
地
と
し
て
中
之
島
の
阪
大
跡
地
も
侯
補
に
な

の
生
ま

っ
て
い
た
の
で
す
よ
。

れ
な
の
で
、
私
は
ミ
ナ
ミ
の
方
が
い
い
の
に
な
あ

こ
う

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
高
津
小
学
校
の
跡
地

を
大
阪
市
が
提
供
し
て
い
え
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

C

で
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
決
ま
っ
た
時
は
嬉
し
か

っ
た
も
の
で
す
。

朝
日
座
で
は
、
楽
塁
が
一
階
と
一
一
階
と
に
分

か
礼
舞
台
は
二
附
で
し
た
か
ら
、
こ
と
に
一

修
坦
も
、
い
い
仕
事
を
し
て
く
札
ま
す
。
今
悛

は
、
も
っ
と
首
を
彫
り
、
さ
ら
に
技
術
を
磨
い

て
も
ら
え
る
よ
｝
つ
に
願
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、
文
楽
を
こ
覧
に
な
っ
た
お
客
様

に
、
少
し
で
も
多
＼
良
い
印
象
を
持
っ
て
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
舞
台
を
大

切
に
勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
八
年
八
月
八
日
生
。
昭
和
一
五
年
＿
一
一
世
吉
田

さ
り
た
＂
こ
た
つ

文
五
郎
に
入
門
し
、
桐
竹
小
辰
を
名
乗
る
。
同
一
七
年

桐
竹
紋
二
郎
を
名
乗
る
。
同

i

八
年
初
舞
台
。
同
三
六

年
三
世
吉
田
簑
助
を
腐
名
。
平
成
六
年
重
要
無
形
文
化

財
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
人
形
」
（
各
個
認
定
）
保
持
者
。

国
立
文
楽
劇
場
が
で
き
た
時
に
は
、
本
拠
地

の
大
阪
に
や
っ
と
文
楽
の
た
め
の
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
で
き
た
と
い
う
鐙
し
さ
と
安
堵
の
思

い
で
一
杯
で
し
た
。

よ
し
だ
み
の
す
け

吉
田
簑
助

よ

し

だ

た

ま

お

吉
田
玉
男

よ
し
だ
ぶ
ん
じ
ゃ
，
ル
、

吉
田
文
雀

階
の
太
夫
さ
ん
た
ち
は
不
便
に
感
じ
て
お
ら
れ

た
と
思
う
の
で
す
が
、
国
立
文
楽
劇
場
に
な
っ

て
か
ら
は
楽
屋
が
舞
台
裏
で
理
想
的
で
す
。
人

し
も
ャ
｀

形
遣
い
は
下
手
寄
り
の
節
屋
で
大
変
っ
ご
う
が

い
い
。
お
吝
様
の
入
り
も
格
段
に
よ
く
な
り
、
や

そ
ね
ざ
き
し
ん
し
ゅ
う

り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。
『
曾
根
崎
心
中
』
の
徳
兵

ぇ術
は
、
通
算
一

0
0
0
回
も
―

I

0

0
回
も
こ

こ
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
五
〇
年
来
の
盟
友
で
あ
っ
た
先
代
勘

う

う

ふ

ん

郎

さ

ん

ら

先

紐

だ

け

で

な

く

、

文

し
ょ
う

昇
君
を
失
う
と
い
う
悲
し
み
も
克
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
に
は
新
し
く
三
代
目
勘
十
郎
が

誕
生
し
、
他
に
も
後
継
者
が
育
っ
て
き
て
い
る

の
で
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
道
頓
堀
朝
日
座
に
も
、
そ
の
前
の
四
ツ

橋
文
楽
座
に
も
、
独
特
の
芝
居
の
匂
い
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
七
歳
で
こ
の
世
界

に
入
り
ま
し
た
け
ど
、
四
ツ
橋
文
楽
座
で
使
わ

に
か
わ

れ
て
い
た
大
道
具
の
膠
の
匂
い
な
と
は
未
だ
に

思
い
出
す
ほ
ど
で
す
。
国
立
文
薬
劇
場
は
近
代

的
設
備
が
整
っ
て
使
い
勝
手
も
よ
く
、
大
変
重

宝
し
て
い
ま
す
。
人
形
遣
い
の
立
場
か
ら
は
、

妥
，
ヽ
ら

少
し
間
口
が
広
い
と
も
感
し
ま
し
た
け
ど
今
は

慣
れ
ま
し
た
。
二

0
革
の
歳
月
が
芝
居
の
匂
い

を
少
し
ず
つ
染
み
こ
ま
せ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
測
場
に
、
二
度
と
も
ど
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
思
っ
た
の
が
、
．
平
成

1
0
年
の
公
濯

中
に
楽
屋
で
倒
れ
、
担
架
で
劇
場
か
ら
運
ば
れ

る
時
で
し
た
。
幸
い
、
八
か
月
の
闘
病
後
に
復

帰
し
、
再
び
舞
台
に
立
て
た
喜
び
。
あ
の
時
の

お
客
様
の
温
か
い
拍
手
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
か
ら
二

0
年
後
に
は
、
文
楽
も
力
な
り
変

わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
芝
居
は
時
代

と
と
も
に
流
動
す
る
も
の
で
す
か
、
先
人
が
残

し
た
浄
瑠
璃
を
、
情
を
、
憂
い
を
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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寄稿

平
成
一
五
年
―
一
月
七
日
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お

い
て
閤
修
さ
れ
た
第
一
一
回
「
人
類
の
口
承
及
び

無
形
遣
産
の
保
作
に
関
す
る
宣
言
」
の
た
め
の

特
別
式
典
に
お
い
て
、
松
油
晃
一
郎
事
務
局
長

よ
り
、
我
が
国
が
提
出
し
て
い
た
「
人
形
浄
瑠

璃
文
楽
」
を
含
む
―
一
八
件
が
傑
作
と
し
て
宣
言

さ
れ
立
し
た
。

こ
の
傑
作
宣
言
は
、
平
成
一

0
年
に
開
僅
さ

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
第
一
五
五
回
執
行
委
員
会
に
お

い
て
、
「
人
類
の
口
承
及
び
熊
形
遣
産
の
傑
作
に

関
す
る
宣
言
」
と
し
て
採
択
し
た
規
約
に
基
づ

き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
口
ロ
承
及
び
熊
形
遣

産
の
傑
作
一
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
政
府
等
に

対
し
て
、
そ
の
継
承
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
奨

励
す
る
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
る
基
準
を
満

た
す
も
の
を
、
隔
年
で
「
傑
作
」
と
し
て
宣
言

な
り
ま
し
た
。

こ
の
第
二
回
宣
言
を
受
け
て
、
平
成
一
六
年

二
月
二
六
日
、
ユ
ネ
ス
コ
親
善
大
使
会
議
の
開

僅
朗
間
中
に
、
ユ
ネ
フ
コ
、
ユ
不
ス
コ
日
本
政

府
常
駐
代
表
部
、
文
化
庁
の
主
悩
に
よ
り
、
パ

リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
お
い
て
人
形
浄
瑠
璃
文

吉田玉女による人形の解説

す
る
も
の
で
す
。
記
念
す
べ
ぎ
第
一
回
目
（
平

成
ニ
―
一
年
五
月
）
は
、
我
が
国
か
ら
推
薦
し
た

「
能
楽
」
を
含
む
合
計
一
九
件
が
傑
作
と
し
て
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
第
一
回
目
と

同
桃
、
．
文
化
審
議
会
文
化
対
分
科
会
の
審
院
の

結
果
を
受
け
、
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
を
候
補
と

し
て
決
定
し
、
昨
年
七
月
に
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出

し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
は
、
各
固
か
ら

単
独
ま
た
は
共
同
で
推
薦
さ
れ
た
候
補
五
六
件

に
つ
い
て
、
一
一
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
の
四

日
間
に
わ
た
っ
て
、
世
界
の
有
識
者
一
八
名
の

委
員
か
ら
な
る
「
国
際
選
考
委
員
会
」
を
開
僅

し
、
傑
作
と
し
て
宣
言
す
べ
き
も
の
の
審
査
が

行
わ
れ
、
我
が
国
と
し
て
は
、
二
回
連
続
し
て

推
薦
候
補
が
屎
作
と
し
て
宣
言
さ
れ
る
こ
と
と

楽
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
親
善
大
使

や
各
国
常
院
代
表
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
・
八
、
文

化
産
業
関
係
者
な
ど
の
招
待
客
で
約
ニ
―

1
0
0

席
の
会
場
は
瀾
席
、
立
ち
見
客
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
で
、
我
が
国
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
一
五
年
一

0
月
に
ユ
ネ
ス
コ
総

会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
無
形
文
化
遣
産
の

保
襲
に
関
す
る
条
約
」
は
、
い
わ
ば
「
せ
界
遣

産
条
約
」
の
無
形
版
で
あ
り
、
昭
和
二
百
年
（
一

九
五
0
年
）
以
来
、
他
界
に
先
駆
け
て
無
形
の

文
化
財
の
保
設
に
取
り
組
ん
て
き
た
我
が
国
で

は
、
早
期
の
締
結
に
向
け
て
準
憔
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産

の
傑
作
」
と
し
て
宣
言
さ
れ
て
い
る
無
形
文
化

遺
産
は
、
こ
の
条
約
の
発
効
後
は
、
条
約
に
基

づ
く
代
表
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
灼

ま
す
。文

化
庁
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
社
会

に
お
け
る
無
形
文
化
遣
産
の
保
設
の
動
き
を
跨

ま
え
つ
つ
、
今
回
の
宣
言
を
契
機
と
し
て
、
「
能

楽
」
「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
を
は
じ
め
と
す
る
無

形
の
文
化
遣
産
の
一
層
の
粧
承
•
発
展
に
引
き

続
き
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文楽冥淘家、松浦ユネスコ事務局長、ユネスコ親善大使で女優(f)クラウディア。カ

)1，・デナーレによるカーテンコール 文化庁伝統文化課
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床山

文
楽
の
魅
力
の
一
っ
に
人
形
が
あ
り
ま
す
。

人
形
は
と
き
に
生
身
の
人
間
よ
り
も
人
間
ら
し

く
感
情
を
表
現
し
ま
す
c

文
楽
の
人
形
は
固
立
文
楽
刷
場
が
所
蔵
し
て

お
り
、
国
立
文
楽
剥
場
に
は
文
楽
人
形
を
維
持
・

管
理
す
る
た
め
の
部
署
（
舞
台
技
術
課
技
術
係
）

が
あ
っ
て
専
門
の
技
術
職
員
が
い
ま
す
。
彼
ら

の
仕
事
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文
楽
人
形
は
舞
台
に
登
場
す
る
と
き
の
よ
う

な
状
態
で
常
に
保
管
さ
れ
て
い
る
わ
ド
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
は
、
首
（
人
形
の
頭
部
）
、

塁
、
．
衣
裳
、
小
道
具
等
の
パ
ー
ツ
に
分
け
て
別
々

に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
公
演
の
都
度
、
，
こ
れ
ら

の
中
か
ら
凶
要
な
も
の
を
選
び
出
し
て
一
体
の

人
形
に
祖
み
立
て
ら
れ
、
公
演
が
終
わ
る
と
ま

た
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
る
の
で
す
。

首
文
素
人
形
の
首
は
、
老
若
[
男
廿
？
身
分

O

一
体
あ
た
り
六
、
七
種
類
の
パ
ー
ツ
が
必
要
で

す
が
、
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
の
役
ご
と
に
セ
ッ
ト

し
て
、
そ
の
役
を
遣
う
人
形
遣
い
に
渡
し
ま
す
。

人
形
遣
い
は
目
分
か
遣
う
人
形
の
衣
裳
は
自

こ
し
ふ

分
で
着
附
け
ま
す
。
こ
れ
を
「
人
形
招
え
」
と

い
い
ま
す
。

公
演
役
の
衣
裳
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
重
要
で

す
。
手
垢
で
汚
れ
た
り
照
明
焼
け
し
た
り
、
倍

ん
だ
も
の
は
補
修
し
、
傷
み
の
激
し
い
も
の
は

新
調
し
ま
す
。
生
地
等
を
発
注
し
縫
製
す
る
の

も
衣
裳
担
当
の
仕
事
で
す
が
、
人
形
の
衣
裳
は

あ
わ
せ

質
感
を
出
す
た
め
に
綿
入
れ
の
袷
仕
立
て
に
な

っ
て
お
り
、
特
殊
な
縫
製
技
術
が
必
要
で
す
。

役
に
よ
り
綿
の
入
れ
具
合
が
異
な
る
の
で
、
習

熟
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

性
格
な
ど
の
役
柄
に
よ
っ
て
約
四
0
種
類
に
類

型
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
文
楽
劇
場
が
所
蔵

し
て
い
る
首
の
数
は
約
四
0

0
。
こ
の
中
か
ら
、

次
の
公
演
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
ど
の
首
を
使
う

か
し
ら
わ
り

か
を
決
め
る
の
が
「
首
割
り
」
で
す
。
人
間
国

宝
の
人
形
遣
い
で
首
割
り
委
員
の
吉
田
文
雀
師

が
担
当
し
て
い
ま
す
。
一
回
の
公
演
に
登
場
す

る
人
形
は
四
0

1
五
0
体
あ
り
ま
す
か
ら
大
変

な
仕
事
で
す
。

首
割
り
が
決
ま
る
と
、
首
択
当
は
使
用
す
る

首
を
塗
り
直
し
ま
す
c

首
は
木
彫
り
で
素
材
は

檜
で
す
。
顔
料
（
胡
扮
）
で
役
に
応
じ
て
肌
の

色
を
白
。
簿
卵
。
卵
な
ど
に
冷
胃
分
け
、
眉
毛

ゃ
D
元
を
猫
き
ま
す
。
首
の
ほ
か
人
形
の
手
足

も
塗
り
直
し
、
破
損
箇
所
は
補
修
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
ふ
さ
わ
し
く
き
れ
い
に
化

粧
直
し
さ
れ
た
首
は
床
山
担
当
へ
渡
さ
れ
ま
す
。

床
山文

楽
入
形
の
首
自
体
は
丸
坊
主
な
の
で
、
使

衣
裳
担
当
も
ま
た
、
生
地
や
刺
糊
な
ど
の
中

に
は
励
人
が
少
な
く
な
っ
て
入
手
困
難
な
も
の

も
あ
る
の
が
悩
み
で
す
。

小
道
具

小
道
具
の
範
匪
は
と
て
も
広
く
、
人
形
が
使

う
刀
、
草
履
、
翌
、
扇
、
手
紙
な
ど
（
持
道
具
）

の
ほ
か
、
舞
台
に
置
い
て
あ
る
屏
風
、
行
灯
、

箪
笥
、
火
鉢
な
ど
（
出
道
具
）
も
小
道
具
で
す
。

「
消
え
物
」
と
い
っ
て
、
剖
中
で
毎
日
壊
し
た
り

破
い
た
り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

大
き
さ
は
人
形
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
実
物

よ
り
小
ぶ
り
で
す
が
、
人
形
が
手
に
持
つ
菜
碗

な
ど
は
実
際
に
は
人
形
遣
い
が
持
つ
の
で
人
間

の
手
に
合
わ
せ
て
実
物
大
で
あ
る
等
、
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

独立行政法人
日本芸術文化振興会

国立文楽劇場
小道具

衣裳

用
す
る
際
は
麓
を
か
ぶ
せ
て
髪
を
結
い
ま
す
。
歌

舞
伎
で
は
星
師
と
床
山
は
分
業
で
す
が
、
文
楽

の
床
山
担
当
は
両
方
を
兼
ね
ま
す
。
銅
版
の
台

金
に
穴
を
開
け
人
毛
や
し
ゃ
ぐ
ま
（
ヤ
ク
の
尻

尾
の
毛
）
を
縫
い
付
け
て
作
製
し
た
雲
を
釘
で

首
に
打
ち
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
ふ
さ
わ
し

い
髪
裂
に
結
い
あ
げ
ま
す
。
髪
塁
は
約
―
二

0

種
類
も
あ
灯
‘
役
柄
や
人
形
遣
い
の
好
み
に
応

じ
て
結
い
分
け
ま
す
。

こ
う
が
い

ヵ
’
が
き
し

髪
が
結
い
あ
が
る
と
薔
・
櫛
・
緒
な
ど
の
髪

飾
り
類
を
付
け
て
完
成
で
す
が
、
近
年
は
、
髪

飾
り
類
や
元
結
な
ど
を
作
る
殿
人
が
少
な
く
な

り
胴
逹
が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

役
に
よ
っ
て
は
髪
を
振
り
乱
し
た
り
、
ザ
ン

バ
ラ
に
捌
い
た
り
す
る
演
出
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
公
演
中
毎
日
結
い
直
し
、
翌

日
の
出
番
に
備
え
ま
す
。

衣
裳公

演
の
演
目
が
決
定
し
記
役
が
決
ま
る
と
、

衣
裳
担
当
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
必
要
な
衣
裳
を

選
定
し
ま
す
。
ど
の
役
に
ど
の
衣
裳
を
用
い
る

か
は
約
束
事
が
庚
り
、
附
帳
（
過
去
の
公
演
の

記
録
）
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
一
0
0
0
〗
点

以
ー
一
の
在
麿
の
中
か
ら
羽
繕
，
袴
・
警
付
。
苦
．

憐
．
襦
袢
な
ど
衣
裳
一
式
を
選
び
き
す
。
人
形

小
道
具
担
当
の
仕
事
は
こ
れ
ら
膨
大
な
点
薮

の
小
道
具
の
管
理
・
修
理
・
製
作
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
公
演
の
際
は
、
使
用
す
る
小
道
具

を
す
べ
て
還
ひ
出
し
、
舞
台
脇
の
小
道
具
部
屋

に
収
納
し
ま
す

C

そ
し
て
、
苺
日
、
舞
台
の
進

行
に
虎
い
必
要
な
小
道
具
を
人
形
遣
い
に
手
渡

し
、
出
番
が
済
ん
た
も
の
は
元
へ
も
ど
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
文
楽
人
形
が
舞
台
に
翠
場
す
る

ま
で
に
は
、
舞
台
裏
で
は
専
門
の
技
術
職
員
た

ち
の
地
道
で
根
気
の
い
る
作
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
を
伝
承
し
後
継
者
を
育
成
す
る

の
も
国
立
文
索
劇
場
の
使
命
の
一
つ
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
痴
台
監
督
、
照
唄
、
音
響
、

美
術
、
大
道
具
等
数
多
く
の
技
術
ス
タ
ン
フ
の

専
門
知
織
と
経
験
に
よ
っ
て
舞
台
運
営
が
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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三
督
喜
菫
、
’

喩
長
官
対
談
令

i

文
化
人
の
本
音
]
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

絹
谷
幸
二
画
家

【
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
]

命
特
集
令

'1'’

「
文
化
力
」
に
よ
る
地
域
の
再
生

字
文
化
庁
提
言
】

「
文
化
力
」
に
よ
る
地
域
の
再
生

【
有
識
者
提
言
〗

公
立
文
化
会
餡
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

肋

各
地
に
お
け
る
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
現
状

9
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佐
膝
克
明

[
事
例
紹
介
]

「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」
支
扱
事
業

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
扮
事
業

「
生
涯
学
習
音
楽
指
導
員
」
の
活
用
に
よ
る
音
楽
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
組

【
施
策
紹
介
]

文
化
庁
の
地
域
文
化
振
興
施
策

命
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
令

丸
の
内
元
気
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

文
化
庁
文
化
交
流
使
の
決
定
ほ
か

一一ー]↑-＿]-＿ー』＿＿＿＿＿＿一「一'[一―--]-ー＿ー―↓
fr-＿”f--rl-
『--r

＿ー 9

―↓-＿---』-――
-
l
-
＿：

令
連
載
傘

【
芸
術
文
化
の
活
動
風
景
]

「
稽
古
」
の
こ
と

[
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＼
美
術
館
薗
物
館
宰
業
レ
ポ
ー
ト
i
]

茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古
館
（
長
野
県
）

【
そ
う
か
こ
う
す
れ
は
い
い
ん
た
I

著
作
摘
教
育
実
践
事
例
]

岐
阜
大
学
教
育
学
部
附
屈
中
学
校

[
文
化
交
流
使
の
活
動
報
告
】

作
家
•
平
野
啓
一
郎

【
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
ー
伝
建
歳
時
記
ー
】

持
紐
す
る
町
並
み
保
存
を
目
指
し
て
（
愛
媛
県
内
子
町
）

〖
遺
跡
を
楽
し
む
]

み
ん
な
で
育
て
る
追
跡
広
場

【
文
化
庁
の
地
域
文
化
振
興
施
策
】

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

[
国
語
研
究
の
最
先
端
]

現
代
語
の
確
立
過
程
を
調
べ
る
恰
報
即

言
風
を
呼
ぼ
う
、
わ
が
町
に
！
盗
録
文
化
敗
と
の
歩
み
I]

郡
上
八
幡
ー
城
下
町
の
腿
史
的
建
造
物
l
I

字
文
化
カ
ニ
ュ
ー
ス

from
関
西
関
西
―
元
気
文
化
回
の
取
組
]

中
高
年
ミ
ュ
ー
シ
カ
ル
・
「
発
起
蟄
」

[
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
]

梃
根
瓦
鉗
印
瓦
謹
）
＂
寺
本
光
滉

[
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
l

本
の
鑑
買
方
法

鑽
悶
墨
固

五
月
号
の
特
集
は
、
「
国
立
文
楽
閾
場
間
場

二
｛
〗
周
年
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。

文
楽
は
、
平
成
一
五
紐
＇
の
秋
に
「
人
頬

rゾ

旦
水
及
び
煎
形
逍
廊
の
傑
作
」
と
し
て
ユ
不

ス
コ
の
熱
叱
文
化
晶
吃
に
指
定
さ
れ
、
今
斗

の
i

月
一
五
日
に
は
、
国
立
文
楽
劇
場
に
お

い
て
、
文
楽
を
無
形
文
化
辿
産
に
指
定
し
た

こ
と
を
低
明
す
る
「
喜
言
む
」
が
、
文
楽
大

夫
て
人
間
国
宝
の
竹
本
住
大
夫
さ
ん
に
半
渡

さ
れ
ま
し
た
。

文
楽
は
、
日
本
の
一
地
域
で
あ
る
大
阪
を

起
見
と
し
て
発
似
し
、
受
け
紬
が
れ
て
き
支

し
た
。
そ
の
文
染
が
世
界
で
も
認
め
ら
れ
た

こ
と
を
契
槻
と
し
て
、
日
本
各
地
で
育
ま
れ

て
き
た
文
化
の
再
確
腔
か
迦
み
、
日
本
の
「
文

化
力
」
の
高
さ
が
さ
ら
に
評
価
さ
れ
て
い
く

よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
っ

今
後
も
、
文
楽
に
続
き
、
日
本
の
屈
史
度

る
文
化
が
悔
外
に
広
く
発
信
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
窮
っ
て
い
ま
す
。

(H.i

9,' 

唸
い
と
訂
正

邸
平
成
一
六
年
四
月
号
の
四
一
頁
i

イ
ベ
イ
ト
菜
巳

都
国
立
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／
C
O
L
O
R
S
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シ
B

ンと

和
」
の
間
賄
時
間
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誤
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が
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ii
ま
し
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。
汁
し
く
は

閏
中
全
昭
日
は
夜
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開
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め

ニニ
C
＼
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詑
び
由
し
上
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だ
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